
95歳女性　有料老人ホームに入居中。
「興味・関心チェックシート」を活用実践して、「料理を作る」「自分で食べる」から
「何を食べたい」→「甘いもの食べたい」→甘いものが好きなことわかりました。
ケアマネジャーが家族(息子)に「次回面会時“甘いもの”を持ってきてもらえますか」と連絡。
息子「わかりました」と、面会時におはぎを作って持ってきました。
息子夫婦が「母親、昔からおはぎ好きだったんで作ってきました」
本人が大変喜んでくれてケアマネジャーと会うたびに何でも答えてくれるようになった。
相性の合わなかったご利用者様の「本人の意向を確認することができるようになった」と
担当ケアマネジャーから報告を受けました。

テーマ

「適切なケアマネジメント手法」実践研修での「あるある」
～意思決定課程の支援～

そこで役に立つのが「興味・関心チェックシート」（著作権一般社団法人日本作業療法士協会に帰属）
46項目を「している」「してみたい」「興味がある」このシートを本人と確認していくと本人の意向
を確認することができます。また過去にどのような趣味、どのようなスポーツをやっていたか。
この質問項目から「何を食べたいか。」まで話が展開していきます。

私から質問です。「このままの生活って」具体的に教えてください。

「・・・・・・・・・」「具体的に聞いたことないです」

【基本ケア15番から19番に使えるチェックシート】

実践研修でこのようなことがありました！

15、16、17、18、19

基本ケア -項目-今回は、「意思決定の支援」について一緒に考えましょう。
ケアプラン面接点検をしていてケアプラン「1表」に本人の
意向として「このままの生活でよい」という記載が多く
見られます。実践研修事例でも多く見られます。

そんな時、あなたならどのように「本人の意向」を確認しますか。どのように質問をしますか？
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介護支援専門員指導者一期生

薬剤師 介護支援専門員執筆者

きむらりゅうじ

医療・介護連携協働をライフワークに活動中。大学卒業後、製薬会社のMRとして勤務した後、
青森市内で薬局を開局。薬剤師として居宅訪問をしていた際、福祉用具と住宅改修に興味をも
ち没頭。介護支援専門員指導者の一期生。2000年4月から13年間日本薬剤師会常務理事、
2010年から2022年まで青森県薬剤師会会長を務めた。2005年11月から日本介護支援専
門員協会会長（初代）として厚生労働大臣の諮問機関で介護報酬や介護保険制度を議論する
分科会・部会の委員を歴任。現在は、青森県介護支援専門員協会会長として自立支援型ケア
マネジメントの普及のため後進へ情報発信し育成に努めている。

木村 次村 次

このチェックシートを活用するとき拡大コピーをしてご利用者様と一緒に見ながら確認すること。
また、ご利用者様の負担を考慮して一気に確認せず今日はここまでと決めて確認することも
うまく活用するコツと思います。

活用のコツ


